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表 13-4-2 

 

 

 表 13-4-1 と表 13-4-2 より、以下のような解釈が可能です。 

「1 高齢者への虐待は、高齢者の方にも原因があると思う・逆」では、公務員・教員、

学生の平均値が高い一方、自由業の平均値が低くなっています。「3 地域の高齢者の方々

と積極的に交流していきたい」では、経営者・役員、無職において、他の職種よりも平均

値が高くなっています。「6 高齢になっても高齢者施設であれ、住み慣れた地域であれ、

生活するところを自分で選べることが望ましい」では、自由業が他の職種よりも平均値が

低い傾向にあります。そして、「7 高齢者に対する公的な（経済的）保障は十分だと思う・

逆」では、学生において他の職種よりも平均値が低いことがわかります。 

 

 職種と「高齢者の人権」に関して明確な傾向を読み取ることはできません。 

 

 

 地区と高齢者の人権についての考え方との関連を検討したところ、表 13-5-1 のとおり

「1 高齢者への虐待は、高齢者の方にも原因があると思う・逆」の 1 項目のみ関連が認め

られました。 

 表 13-5-2 は、平均値を求めたものです。 
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表 13-5-1 

 

 

表 13-5-2 

 
 

 表 13-5-1 と表 13-5-2 より、「1 高齢者への虐待は、高齢者の方にも原因があると思う・

逆」は、藍地区とカルチャータウン地区の平均値が低いことがわかります。 

ただし、この結果のみで、地区と高齢者の人権に関する意識との関連について結論づけ

ることはできません。 
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 問 14 は、「性的指向・性別不合」に関する人権についての考え方を問うたものです。 

 「1 同性愛については、受け入れたいと思う」、「2 性別不合については、受け入れたいと

思う」、「4 同性のカップルが近所に住むのは気にならない」、「5 同性婚を認めても良いと思

う」、「6 トランスジェンダーの人も困らないようにトイレの施設整備や配慮をしていくのが

望ましい」、「8 職場に同性愛者の同僚・上司がいても問題ないと思う」、「9 三田市の同性パ

ートナーシップ宣誓制度は、賛成（理解できる）である」については、「そう思う」、「どちらか

と言えばそう思う」を合わせた YES であることが人権意識の高さを示しています。逆に、「3 

家族から同性愛者とカミングアウトされたら受け入れられない」、「7 家族から性別不合とカ

ミングアウトされたら受け入れられない」では、「どちらかと言えばそう思わない」、「そう思わ

ない」を合わせた NO であることが人権意識の高さを示しています。 

 

表 14-1 によると、「1 同性愛については、受け入れたいと思う」、「2 性別不合につい

ては、受け入れたいと思う」、「4 同性のカップルが近所に住むのは気にならない」、「5 同

性婚を認めても良いと思う」、「6 トランスジェンダーの人も困らないようにトイレの施

設整備や配慮をしていくのが望ましい」、「8 職場に同性愛者の同僚・上司がいても問題な

いと思う」、「9 三田市の同性パートナーシップ宣誓制度は、賛成（理解できる）である」

では、いずれも、YES の比率が圧倒的に高くなっていることがわかります。しかし、回答

者自身の家族に関わる事象である「3 家族から同性愛者とカミングアウトされたら受け

入れられない」では YES が 31.8％、「7 家族から性別不合とカミングアウトされたら受

け入れられない」では YES が 31.2％と比率は低くないことがわかります。 

 

表 14-1 の右端の数値は、各項目の平均値を示しています。各項目の平均値を求めるにあ

たって、次のように点数化を行います。 

 「1 同性愛については、受け入れたいと思う」、「2 性別不合については、受け入れた

いと思う」、「4 同性のカップルが近所に住むのは気にならない」、「5 同性婚を認めても

良いと思う」、「6 トランスジェンダーの人も困らないようにトイレの施設整備や配慮を

していくのが望ましい」、「8 職場に同性愛者の同僚・上司がいても問題ないと思う」、「9 

三田市の同性パートナーシップ宣誓制度は、賛成（理解できる）である」については、「そ

う思う」4，「どちらかと言えばそう思う」3，「どちらかと言えばそうは思わない」2，「そ

うは思わない」1 とします。「3 家族から同性愛者とカミングアウトされたら受け入れら

れない」、「7 家族から性別不合とカミングアウトされたら受け入れられない」について

は、「そう思う」1，「どちらかと言えばそう思う」2，「どちらかと言えばそうは思わない」

3，「そうは思わない」4 とします。末尾に（逆）を付しています。 

問１４ 次の「性的指向・性別不合」に関することがらについて、あなたのお考えを

教えてください。             （それぞれ一つに○をつけてください） 
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表 14-1 

 
 

 

 表 14-2-1 は、性別と「性的指向・性別不合」に関する人権についての考え方との関連を

みたものです。 

 すべての項目において性別と関連が見られます。 

 表 14-2-2 は、表 14-2-1 で統計的有意差が認められた項目について平均値を求めたもの

です。 
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表 14-2-1 

合
計

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
そ
う

思
う

ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ

な
い

統
計
的
検
定

１ 同性愛については、受け入れたいと思う 男性 622 24.0% 40.2% 22.8% 13.0% p<.001 ***
女性 750 40.7% 43.1% 10.3% 6.0%

性別未選択者 12 66.7% 25.0% 0.0% 8.3%
合計 1384 33.4% 41.6% 15.8% 9.2%

２ 性別不合については、受け入れたいと思う 男性 622 28.8% 50.2% 14.0% 7.1% p<.001 ***
女性 747 45.4% 45.4% 6.3% 2.9%

性別未選択者 12 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%
合計 1381 38.2% 47.4% 9.7% 4.8%

３ 家族から同性愛者とカミングアウト 男性 620 11.5% 27.9% 39.2% 21.5% p<.001 ***
されたら受け入れられない 女性 740 6.4% 20.7% 41.5% 31.5%

性別未選択者 11 9.1% 18.2% 27.3% 45.5%
合計 1371 8.7% 23.9% 40.3% 27.1%

４ 同性のカップルが近所に住むのは 男性 621 31.4% 31.7% 20.9% 15.9% p=.004 **
気にならない 女性 749 40.5% 29.6% 17.0% 13.0%

性別未選択者 11 45.5% 9.1% 9.1% 36.4%
合計 1381 36.4% 30.4% 18.7% 14.5%

５ 同性婚を認めても良いと思う 男性 619 36.2% 38.0% 16.3% 9.5% p<.001 ***
女性 742 49.7% 34.4% 9.8% 6.1%

性別未選択者 12 66.7% 16.7% 0.0% 16.7%
合計 1373 43.8% 35.8% 12.7% 7.7%

６ トランスジェンダーの人も困らない 男性 620 30.5% 49.7% 13.4% 6.5% p<.001 ***
ようにトイレの施設整備や配慮をしていくのが 女性 743 46.8% 42.0% 8.2% 3.0%
望ましい 性別未選択者 12 58.3% 16.7% 16.7% 8.3%

合計 1375 39.6% 45.2% 10.6% 4.6%
７ 家族から性別不合とカミングアウト 男性 616 10.6% 26.8% 38.5% 24.2% p=.001 **
されたら受け入れられない 女性 740 6.9% 21.1% 38.5% 33.5%

性別未選択者 11 0.0% 18.2% 27.3% 54.5%
合計 1367 8.5% 23.6% 38.4% 29.5%

８ 職場に同性愛者の同僚・上司が 男性 621 36.9% 42.7% 14.7% 5.8% p<.001 ***
いても問題ないと思う 女性 747 54.5% 34.5% 8.2% 2.8%

性別未選択者 12 75.0% 16.7% 8.3% 0.0%
合計 1380 46.7% 38.0% 11.1% 4.1%

９ 三田市の同性パートナーシップ宣誓制度 男性 616 38.8% 43.3% 10.2% 7.6% p<.001 ***
は、賛成（理解できる）である 女性 739 56.0% 35.3% 5.4% 3.2%

性別未選択者 12 58.3% 25.0% 0.0% 16.7%
合計 1367 48.3% 38.8% 7.5% 5.3%  
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表 14-2-2 

 

 

 表 14-2-1 と表 14-2-2 より、次のような解釈が可能です。 

 「4 同性のカップルが近所に住むのは気にならない」では、性別未選択者の平均値が最

も低く、男性、女性と続きます。「9 三田市の同性パートナーシップ宣誓制度は、賛成（理

解できる）である」では、女性の平均値が最も高く、性別未選択者、男性と続きます。こ

れら 2 項目以外の 7 項目については、「性的指向・性別不合」に関する人権意識の高さは、

性別未選択者、女性、男性の順であると言えます。 

 

 上記の結果より、性別と「性的指向・性別不合」に関する人権意識との関連について、

どのような関連にあると言えるのか、一概に結論づけることは困難です。 

 

 

 表 14-3-1 は、年齢と「性的指向・性別不合」関する人権についての考え方との関連をみ

たものです。 

 9 項目すべてにおいて、年齢と「性的指向・性別不合」に関する人権についての考え方

と関連があることがわかります。 

 表 14-3-2 は、表 14-3-1 において統計的有意差が認められた 9 項目について平均値を求

めたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F1 性別

１ 同性
愛につい
ては、受
け入れた
いと思う

２ 性別
不合につ
いては、
受け入れ
たいと思
う

３ 家族か
ら同性愛者
とカミング
アウトされ
たら受け入
れられな
い・逆

４ 同性
のカップ
ルが近所
に住むの
は気にな
らない

５ 同性
婚を認め
ても良い
と思う

６ トランス
ジェンダーの人
も困らないよう
にトイレの施設
整備や配慮をし
ていくのが望ま
しい

７ 家族から
性別不合とカ
ミングアウト
されたら受け
入れられな
い・逆

８ 職場
に同性愛
者の同
僚・上司
がいても
問題ない
と思う

９ 三田市
の同性パー
トナーシッ
プ宣誓制度
は、賛成
（理解でき
る）である

男性 2.8 3.0 2.7 2.8 3.0 3.0 2.8 3.1 3.1
女性 3.2 3.3 3.0 3.0 3.3 3.3 3.0 3.4 3.4
性別未選択者 3.5 3.8 3.1 2.6 3.3 3.3 3.4 3.7 3.3
合計 3.0 3.2 2.9 2.9 3.2 3.2 2.9 3.3 3.3
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表 14-3-1 
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つづき 

 


